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研究要旨 

乳幼児の身体発育の客観的な評価には、身長・体重等の身体計測値を年月齢別の基準

値に照らし合わせるという方法がとられる。その基準値として、わが国ではほぼ10年ご

とに実施されている乳幼児身体発育調査による発育値およびそれを図示した身体発育曲

線が用いられており、母子健康手帳にも掲載され、保護者（養育者）にとって大変なじ

み深いものとなっている。しかし、正しい見方・使い方が必ずしも十分に保護者に理解

されているとは限らない。また、乳幼児健診や保育所等における発育曲線を活用した保

健指導・栄養指導について、評価法、評価基準、対応、医療機関等への紹介基準など、
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具体的な利用方法が体系的に整理されていない。 

そこで本分担研究では、諸外国の身体発育調査・評価手法のレビュー結果や関連学会

の見解など国内外の最新の情報収集を行い、平成23年度厚生労働科学研究で作成した

「乳幼児身体発育評価マニュアル」も踏まえ、保健指導等に関する手法を検討し、発育

曲線を活用した保健指導・栄養指導のあり方についてまとめた「乳幼児身体発育曲線の

活用・実践ガイド」（以下活用ガイド）を作成した。保健医療専門職と保護者が、身体

発育曲線を活用して子どもの発育を正しく評価し、保護者を支援できるように４つの視

点（発育評価と支援法、保護者と一緒に見る発育曲線、保護者へのアドバイス、保育所

等での発育曲線の活用）から解説を行うとともに、保護者と一緒にみることができる身

体発育曲線の記入用の図を収載した。 

本活用ガイドが、母子保健活動の実践の場で、身体発育曲線の活用をはじめとした客

観的な発育の見方の理解を促し、保健医療専門職が保護者を支援するために広く活用さ

れることを期待する。 

 

Ａ．研究目的 

乳幼児の身体発育の客観的な評価には、

身長・体重等の身体計測値を年月齢別の基

準値に照らし合わせるという方法がとられ

る。その基準値として、わが国ではほぼ 10

年ごとに実施されている乳幼児身体発育調

査による発育値およびそれを図示した身体

発育曲線が用いられており、母子健康手帳

にも掲載され、保護者（養育者）にとって大

変なじみ深いものとなっている。しかし、正

しい見方・使い方が必ずしも十分に保護者

に理解されているとは限らない。また、乳幼

児健診や保育所等における発育曲線を活用

した保健指導・栄養指導について、評価法、

評価基準、対応、医療機関等への紹介基準な

ど、具体的な利用方法が体系的に整理され

ていない。 

本分担研究では、発育曲線を活用した保

健指導・栄養指導のあり方についてまとめ

た「乳幼児身体発育曲線の活用・実践ガイ

ド」（以下活用ガイド）の作成を行うことを

目的とする。 

 

Ｂ．方法 

 平成 30 年度に諸外国の身体発育に関す

る調査（身体発育曲線の作成含む）及び評価

手法のレビュー調査や関連学会の見解など

の情報収集を行い１，２）、令和元年度には平

成 23年度厚生労働科学研究で作成した「乳

幼児身体発育評価マニュアル」３）も踏まえ

て、発育曲線を活用した保健指導・栄養指導

のあり方について検討した。 

 これらの検討結果を踏まえて、保健医療

専門職（主に保健師、保育士、栄養士）が、

乳幼児健診及び健診と健診の間の保健指導、

5 歳ぐらいまでのフォローで使うことを想

定し、保護者をどう支援するか、支援の際の

ポイントを次の４つの視点（発育評価と支

援法、保護者と一緒に見る発育曲線、保護者

へのアドバイス、保育所等での発育曲線の

活用）からわかりやすく解説を行うととも

に、保護者と一緒にみることができる身体

発育曲線の記入用の図を収載した。章立て

を図１に示す。 

 完成前には、母子保健活動を行っている

保健医療専門職（保健師、助産師、保育士、
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管理栄養士、栄養士）の方に内容ご確認いた

だき、理解しにくい箇所等のご指摘やご意

見をいただき、改良し、完成させた。 

 

＜活用ガイドの概要＞ 

第 1章「発育評価と支援法」 

保健師等保健医療専門職向けの教科書的な

内容 

保健医療専門職が乳幼児健診等で発育を

評価する際に不可欠な発育曲線について、

専門的な用語をわかりやすく説明しながら

発育曲線の意味するところを理解していく。

発育について注意すべき児に気づくための

具体的な方法と取るべき対応（図２）、栄

養・食生活の具体的な保護者への支援方法

についても説明した。 

 

第２章「保護者と一緒にみる発育曲線」 

発育曲線を記入して保護者に渡し、支援に

使う 

乳幼児健診等における身体計測の際に保

健師等の専門職が記入し、保護者に渡して

子どもの発育を一緒に考えることを想定し

た発育曲線を掲載した。乳幼児健診時やそ

の後の支援の際に活用する。 

 

第３章「保護者へのアドバイス」 

保護者を支援する方向けに子どもの体格、

栄養、発達等を平易に解説 

 発育等に関して保護者にアドバイスする

上でわかりやすく説明できるよう、平易な

解説資料を作成した。各セクションの終わ

りに大切なポイントをまとめて保護者に説

明する際に活用する。 

 

第４章「保育所等での発育曲線の活用」 

3～5歳児を対象とした保育士・管理栄養士・

栄養士等向けの解説 

保育所等における、発育曲線を用いた身

体計測値の評価方法（図３）と、その結果を

活用した個別の食事支援の方法について概

説した。保護者と一緒に考え、支援する際に

活用する。 

 

本活用ガイドは、令和２年度厚生労働

行政推進調査事業費補助金成育疾患克服

等次世代育成基盤研究事業（健やか次世

代育成総合研究事業）「児童福祉施設にお

ける栄養管理のための研究 (19DA2001)」

研究代表者：村山伸子と共同で作成した。 

 

Ｃ．結果 

 完成した「乳幼児身体発育曲線の活用・実

践ガイド」は、国立保健医療科学院ホームペ

ージ「乳幼児身体発育調査」に掲載した。 

https://www.niph.go.jp/soshiki/07shoug

ai/hatsuiku/ 

 

Ｄ．考察 

活用ガイド完成前に、母子保健活動を行

っている保健医療専門職（保健師、助産師、

保育士、管理栄養士、栄養士）の方に内容を

ご確認いただいた際に、以下のような感想

をいただいた。本活用ガイドの目的、目標を

満たす内容になっていると考えられた。 

⚫ 支援者が保護者へアドバイスする際の

手引書として、専門的な内容で書かれ

ており、とても参考になる。 

⚫ 身長体重からの発育の評価の仕方か

ら、栄養・食生活の具体的な支援方法

まで書かれており、経験の浅い栄養士

や保健師、保育士にとっても、わかり
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やすく利用しやすい内容となってい

る。 

⚫ 職種および経験に関わらず、すぐに実

践につなげることができる内容であ

る。

⚫ 専門用語や発育曲線の意味するところ

もわかりやすい。

⚫ 第 3章の保護者に寄り添ったやさしい

アドバイスも参考にしたい。

⚫ 身体発育評価の期間や、具体的な受診

勧奨の判断基準等が示されており、と

ても評価・指導がしやすくなるととも

に、医療機関への紹介が必要な児の早

期発見につながると思う。

⚫ 専門職の共通認識として、また保護者

への情報提供の材料として活用しやす

い。

⚫ 常に保護者を視野に入れた内容になっ

ており、指導者のスキルアップとして

今まで重視されてこなかった点もカバ

ーされている。

Ｅ．結論 

乳幼児身体発育曲線を活用した保健指

導・栄養指導のあり方についてまとめた「乳

幼児身体発育曲線の活用・実践ガイド」を作

成した。本活用ガイドが、母子保健活動の実

践の場で、身体発育曲線の活用をはじめと

した客観的な発育の見方の理解を促し、保

健医療専門職が保護者を支援するために広

く活用されることを期待する。 
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図１．乳幼児身体発育曲線の活用・実践ガイド章立て 
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Ｃ　保護者へのアドバイス
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 図２．第 1章 発育曲線の具体的な利用方法 
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図３．第 4章 発育曲線を用いた身体測定値の評価と食事支援の流れ 
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